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『
氏
族
大
全
』版
本
考

補
正

住
吉

朋
彦

稿
者
は
先
に
、
元
の
欠
名
氏
編
集
の
類
書
『
氏
族
大
全
』
を
取
り
上
げ
、
日
本
現
蔵
お
よ
び
、
近
代
ま
で
日
本
に
伝
来
し
台
湾
と
韓
国
に

現
蔵
す
る
五
十
九
本
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
版
種
と
版
本
間
の
関
係
を
考
え
「
『
氏
族
大
全
』
版
本
考
」
を
記
し
た
(
以
下
「
前
稿
」
と
称
す
る
)
。

本
書
の
版
本
は
、
中
国
よ
り
も
日
本
に
却
っ
て
伝
来
が
多
く
、
日
本
で
の
翻
刻
、
翻
印
本
も
三
種
を
数
え
る
か
ら
、
日
本
の
中
近
世
期
に
於

け
る
本
書
へ
の
需
め
が
、
殊
に
強
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
詳
し
く
言
え
ば
、
日
本
の
南
北
朝
か
ら
室
町
期
に
か
け
、
将
来
の
元
明
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版
お
よ
び
五
山
版
を
以
て
、
注
釈
、
講
述
、
詩
文
の
製
作
な
ど
、
お
よ
そ
中
国
古
典
中
の
人
物
に
纏
わ
る
故
事
を
問
題
と
す
る
場
に
あ
っ
て

は
、
し
ば
し
ば
本
書
が
繕
か
れ
参
考
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
主
な
受
容
者
が
五
山
禅
僧
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
伝
存
本
の
書
入
れ
や
鈴
記
に

明
ら
か
で
あ
る
。
も
と
よ
り
本
書
の
版
本
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
理
由
は
、
中
世
の
漢
学
者
に
よ
っ
て
酒
養
さ
れ
た
日
本
の
言
語
文
化
に

つ
い
て
、
そ
の
一
斑
を
窺
う
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
前
稿
で
は
、
特
に
日
本
伝
来
本
を
対
象
と
し
て
考
証
を
進
め
た
の
で
あ
る
が
、
成
稿
後
、
別
の
書
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
機
会

に
乗
じ
、
さ
ら
に
本
書
の
伝
本
に
接
し
て
、
日
本
国
内
で
一
本
、
中
国
大
陸
九
本
、
台
湾
三
本
、
米
国
二
本
の
、
計
十
五
本
の
著
録
を
加
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
う
ち
、
日
本
の
一
本
と
中
国
大
陸
の
三
本
、
米
国
の
一
本
を
合
せ
た
、
計
五
本
は
、
も
と
日
本
伝
来
の
品
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
伝
本
か
ら
は
、
元
版
に
新
た
に
一
亜
種
を
認
め
得
る
な
ど
、
幾
つ
か
前
稿
を
増
補
す
べ
き
事
柄
を
生
じ
た
。
ま
た
残
り
の
十
本
に
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つ
い
て
は
、
前
稿
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
て
言
及
し
た
、
台
北
故
宮
博
物
院
に
現
蔵
す
る
北
平
図
書
館
旧
蔵
の
三
本
を
含
め
、
近
代

(345) 

ま
で
中
国
大
陸
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
記
の
よ
う
に
本
書
版
本
の
伝
流
は
中
国
に
微
弱
で
あ
り
、
こ
の
認
識
に
は
大
勢
と
し
て
変
更

を
要
し
な
い
と
考
え
る
け
れ
ど
も
、
新
た
に
十
本
に
つ
い
て
著
録
を
得
た
結
果
、
明
末
と
清
前
期
に
そ
れ
ぞ
れ
一
版
種
を
加
え
る
な
ど
、
知

見
を
増
し
た
点
が
あ
り
、
や
は
り
前
稿
で
は
、
中
国
で
の
流
布
に
つ
き
過
小
評
価
を
下
し
た
嫌
い
を
免
れ
な
い
こ
と
と
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、

甚
だ
不
調
法
、
か
っ
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
伝
本
の
考
証
か
ら
前
稿
に
修
訂
を
加
え
、
暫
時
の
補
正
と
し
た
い
。

補
正
に
先
立
ち
、
前
稿
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
再
説
す
る
と
、
『
氏
族
大
全
」

の
諸
本
は
、
大
き
く
言
っ
て
、
甲
か
ら
突
に
至
る
十
集

に
組
織
さ
れ
た
本
を
原
型
と
し
、
こ
れ
を
十
巻
と
標
示
す
る
亜
種
、
十
集
本
を
二
十
八
巻
に
分
節
し
増
補
を
加
え
た
変
種
の
、
三
属
か
ら
な
る
。

こ
れ
に
版
式
を
加
味
し
て
詳
し
く
見
る
と
、
十
集
本
中
、
毎
半
張
に
十
六
行
を
備
え
る
形
を
原
型
と
し
、
別
に
十
七
行
本
、
十
三
行
本
を
存
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す
る
他
、
十
巻
の
属
に
二
十
行
本
、
二
十
八
巻
の
属
に
十
四
行
本
を
派
生
し
た
。
後
者
は
さ
ら
に
十
一
行
と
す
る
再
校
本
を
生
み
、
行
数
に

よ
っ
て
分
け
れ
ば
、
都
合
六
類
に
渉
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
属
、
分
類
に
基
づ
い
て
個
々
の
版
本
を
挙
げ
る
と
、
十
集
十
六
行
本
に
〔
元
〕

刊
本
と
、
こ
れ
を
覆
刻
し
た
〔
元
末
〕
刊
本
、
〔
明
初
〕
刊
本
、
日
本
〔
南
北
朝
〕
刊
本
の
四
種
が
知
ら
れ
、
〔
元
〕
刊
本
か
ら
派
生
し
た
十

巻
二
十
行
本
に
は
〔
元
末
〕
刊
本
一
種
、
同
じ
く
十
集
十
七
行
本
に
明
永
楽
十
七
年
刊
本
一
種
、
二
十
八
巻
十
四
行
本
に
〔
明
〕
刊
本
一
種

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
〔
明
〕
刊
本
か
ら
は
、
同
十
一
行
の
明
崇
禎
五
年
序
刊
本
一
種
が
生
ま
れ
た
。
ま
た
十
集
十
六
行
の
〔
南
北
朝
〕
刊

本
か
ら
は
、
同
十
三
行
の
日
本
元
和
五
年
古
活
字
刊
本
が
生
ま
れ
、
こ
れ
を
覆
刻
し
た
も
の
が
〔
江
戸
前
期
〕
刊
行
の
附
訓
本
で
あ
る
。
同

本
は
古
活
字
本
の
被
せ
彫
り
で
、
や
は
り
十
三
行
本
に
当
た
る
(
計
二
種
)
が
、
別
系
統
二
十
八
巻
本
の
増
益
部
分
を
抽
出
編
成
し
、

巻

に
纏
め
附
刻
し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
序
を
引
い
て
冠
す
る
こ
と
か
ら
も
、
崇
禎
五
年
序
刊
本
の
影
響
を
容
れ
た
の
で
あ
り
、
総
じ
て
元
明

版
七
種
、
和
版
三
種
の
計
十
種
が
、
相
互
に
関
係
し
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
。
こ
れ
を
年
代
に
引
き
当
て
る
と
、
中
国
で
は
十
三
世
紀
末
前
後



か
ら
十
七
世
紀
の
問
、
日
本
で
は
十
四
か
ら
十
七
世
紀
の
聞
に
版
刻
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
特
に
日
本
で
は
、
南
北
朝
に
発
し
て
江
戸
前

期
に
至
る
問
、
五
山
禅
僧
の
受
容
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
右
の
認
識
は
今
の
と
こ
ろ
大
き
な
修
正
を
要
せ
ず
、
本
稿
で
も
こ
れ
に
基
礎
を
置
く

こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
前
稿
に
重
な
る
点
も
あ
る
が
、
版
種
ご
と
に
最
小
限
の
解
説
を
附
し
た
上
、
新
た
に
知
見
し
た
伝
本
を
列
し
、
補

正
を
加
え
た
い
。

新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
十
集

元
閥
名
編

〔
元
〕
刊

十
/" 

行
本
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先
ず
網
目
(
一
一
張
)
、
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
網
目
」
、
毎
半
張
十
行
、
行
十
六
字
格
。

巻
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
(
棚
五
)
甲
(
至
発
)
集
(
陸
棚
)
」
、
次
行
「
一
東
(
陸
棚
)
」
等
韻
目
、
次
行
一
格
を
低
し
「
鴻

(
陸
棚
)
〈
宮
音
始
平
〉
」
等
と
姓
氏
及
び
声
類
、
貫
籍
を
標
し
(
有
注
)
、
次
行
五
格
を
低
し
「
能
断
」
等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
「
鳴

簡
子
」
以
下
本
文
。
毎
集
の
張
数
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

左
右
双
辺
(
一
八
・
七
×
二
一
-
O
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
六
行
、
行
二
十
八
字
。
版
心
線
黒
口
、
双
黒
魚
尾
(
府
対
)
、
上
尾
下
集
目
、
間
々

大
小
字
数
、
下
尾
下
張
数
。
大
尾
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
終
(
僻
)
」

0

〈
漸
江
図
書
館

一

一
、、/

一
冊

(344) 



存
甲
至
丙
集

民
国
[
部
瑞
彰
]
(
次
公
)
識
語

(343) 

三
集
を
存
す
。
後
補
藍
色
艶
出
包
背
表
紙
(
一
ヱ
ハ
・
六
×
一
六
・
六
糎
)
左
肩
に
題
築
を
貼
布
し
「
元
葉
事
類
氏
族
大
全
〈
存
一
冊
〉
」
と
書
す
。

前
後
見
返
し
並
に
前
後
副
葉
白
紙
。
網
目
を
存
し
本
文
、

巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
有
界
「
次
・
公
(
翻
)
」
朱
印
記
、
後
副
葉
後
半
に
「
事
類
氏
族
大
全
十
集
元
莱
本
/
注
氏
雲
芸
書
目
曽
箸
朱
此
残

/
本
僅
存
三
集
沖
市
賎
直
買
之
/
(
棚
六
)
次
公
記
」
墨
識
(
部
瑞
彰
)
を
存
す
。
後
見
返
し
右
肩
に
小
築
を
貼
布
し
「
永
梁
二
年
七
月

到
一
部
三
本
」
細
書
墨
識
あ
り
。 一

冊
に
三
集
を
収
む
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
五
×
一
二
・O
糎
、
後
印
本
。

二
十
五
日
蘇
叔
敬
買
/

部
氏
の
言
う
如
く
、
注
士
鐘
『
嚢
芸
書
舎
宋
元
本
書
目
』
元
本
、
類
書
の
部
に
「
氏
族
大
全

十
集
」
と
見
え
る
。
部
瑞
彰
、
字
は
次

公
。
漸
江
淳
安
の
人
、
民
国
期
の
議
員
に
し
て
蔵
書
家
。
該
本
は
不
完
全
と
は
言
え
、
中
国
で
元
よ
り
現
在
ま
で
、
本
書
の
版
本
が
伝
存
し

た
、
少
数
の
事
例
に
当
た
る
。

-254-

〈
台
北
・
故
宮
博
物
院
北
平
図
書
館
旧
蔵
書
〉

一
冊

存
己
至
庚
集

明
晋
王
府
旧
蔵

二
集
を
存
す
。
新
補
藍
色
包
背
表
紙
(
二
三
・O
×
一
五
・
五
糎
)
、
次
で
後
補
焦
茶
色
艶
出
表
紙
、
裏
打
改
装
。
本
文
料
紙
の
変
色
が
著
し
い
。

前
後
見
返
し
並
に
副
葉
新
補
。

一
冊
に
二
集
を
収
む
。
己
集
首
匡
郭
一
八
・
九
×
一
二
・O
糎
。

首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
耳
目
府
/
書
書
一
/
之
印
」
朱
印
記
、
尾
に
同
「
園
立
北
/
平
園
書
/
館
所
戚
」
朱
印
記
を
存
す
。

こ
れ
も
零
本
な
が
ら
、
中
国
旧
伝
の
元
版
で
あ
る
。
な
お
前
稿
に
於
い
て
、
北
平
図
書
館
旧
蔵
本
三
部
に
つ
き
、
米
国
議
会
図
書
館
製
作
、

日
本
の
国
会
図
書
館
収
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
、
画
像
か
ら
窺
い
得
る
点
を
記
し
た
が
、
そ
の
後
、
原
本
の
調
査
を
経
る
こ
と
が



で
き
た
か
ら
、
仮
の
著
録
を
確
定
す
る
音
山
味
で
も
、
重
複
を
恐
れ
ず
に
一
記
述
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
下
記
の
同
蔵
二
部
に
つ
い
て
も
同
様
で

本
γ
θ。

同

〔
元
末
〕
刊

〔
明
逓
〕
修
覆
〔
元
〕
刊
十
六
行
本

先
ず
網
目
(
六
張
)
、
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
綱
目
」
。

中
次

巻
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
(
棚
五
)
甲
(
至
発
)
集
(
憾
)
」
、
以
下
前
版
に
同
じ
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
稿
参
照
。

左
右
双
辺
(
一
八
・
三
×
二
一
・
一
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
六
行
、
行
二
十
八
字
。
版
心
小
黒
口
、
双
黒
魚
尾
(
柄
対
)
、
上
尾
下
集
目
、
下
尾

下
張
数
、
下
象
尾
字
数
。
大
尾
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
終
(
傭
)
」

o

こ
の
版
種
に
は
、
別
伝
本
に
す
で
に
修
刻
が
見
ら
れ
、
そ
の
字
様
か
ら
明
初
に
降
る
も
の
と
推
定
し
た
が
、
次
掲
の
金
地
院
旧
蔵
本
を
見

-255-

る
と
、
巻
首
を
含
め
、
修
刻
の
箇
所
を
さ
ら
に
増
し
て
い
る
。
即
ち
甲
集
第
一
・
二
、
十
三
|
十
六
、
十
八
、
「
二
十
九
之
三
十
」
、
三
十
七
|

四
十
、
四
十
三
|
四
十
五
、
四
十
九
・
五
十
張
は
補
刻
に
係
り
、
同
様
の
張
子
は
乙
集
以
下
に
も
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
よ
っ
て
該
本
を
〔
元
末
〕

刊
十
六
行
本
の
一
亜
種
と
認
め
、
新
た
に
右
の
如
く
標
示
し
た
。

〈
布
施
美
術
館

一
三
八
六
〉

九
冊

(342) 

欠
発
集

南
禅
寺
金
地
院
旧
蔵



後
補
古
淡
渋
引
表
紙
(
二
二
・
三
×
一
四
・
O
糎
)
左
肩
打
付
に
「
氏
族
排
韻
〈
集
目
〉
」
と
、
右
肩
よ
り
韻
目
、
右
下
方
「
共
十
冊
」
と
書
す
。

(341) 

裏
打
修
補
。
網
目
を
存
し
(
欠
第
六
張
)
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
コ
マ
〈
一
二
・
O
糎
。

〔
室
町
末
近
世
初
〕
の
邦
人
の
朱
筆
に
て
竪
傍
句
点
、
傍
圏
、
傍
線
、
同
朱
墨
に
て
行
間
欄
上
校
注
、
校
改
、
補
注
書
入
、
欠
葉
紗
補
。
〔
江

戸
〕
期
墨
筆
に
て
行
間
補
注
意
田
入
を
存
す
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
金
地
院
」
朱
印
記
を
存
す
。
首
冊
前
見
返
し
に
紙
袋
を
貼
附
し
「
氏
族

排
韻
十
本
欽
一
本
/
元
至
正
版
金
地
院
奮
蔵
/

明
治
廿
九
年
一
月
十
日
識
」
墨
識
あ
り
。

同

〔
明
初
〕
刊

覆
〔
元
〕
刊
十
六
行
本

-256-

先
ず
網
目
(
一
一
張
)
、
十
行
十
六
字
格
。

p
t

半
次

巻
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
(
棚
九
)
甲
(
至
笑
)
集
(
鑓
咽
)
」
、
以
下
底
本
に
同
じ
。
但
し
首
章
編
目
「
能
断
」

o

毎
集
の
張

数
等
、
詳
細
は
前
稿
参
照
。

左
右
双
辺
(
一
七
・
七
×
二
了
一
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
六
行
、
行
二
十
八
字
。
版
心
中
黒
口
、
三
黒
魚
尾
(
肝
配
尾
)
、
上
尾
下
集
目
、
中

尾
下
張
数
。
尾
題
「
甲
集
終
」
等
。

〈
台
北
・
故
宮
博
物
院

北
平
図
書
館
旧
蔵
書
〉

冊

存
甲
至
乙
集



二
集
を
存
す
。
新
補
藍
色
包
背
表
紙
(
一
ヱ
ハ
・
コ
マ
〈
二
ハ
・
三
糎
)
。
槻
紙
改
装
(
清
代
の
文
書
使
用
)
。
見
返
し
並
に
前
後
副
葉
新
補
。
綱
目

を
存
し
(
首
三
張
欠
)
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
、
乙
集
第
四
十
張
以
下
を
欠
く
。

間
々
朱
標
点
を
存
す
。
尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
園
立
北
/
平
園
書
/
館
所
戚
」
朱
印
記
あ
り
。

新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
十
巻

〔
元
末
〕
刊
(
玉
融
書
堂
)
二
十
行

翻
〔
元
〕
刊
十
六
行
本

先
ず
網
目
(
一
四
張
)
、
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
網
目
」
、
十
行
二
十
一
字
格
、
姓
氏
に
声
類
を
附
す
。

巻
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
巻
之
一
(
至
十
)
(
駄
併
)
」
、
次
行
「
一
東
(
献
併
)
」
等
韻
目
、
次
行
圏
発
下
低
二
格
「
鳴
(
献
併
)
」

等
と
姓
氏
を
標
し
(
有
注
)
、
次
で
圏
発
下
に
韻
藻
を
附
し
、
次
行
「
能
断
(
献
侍
)
」
等
と
章
目
を
標
し
、
直
下
よ
り
「
鴻
簡
子
」
以
下
本

文
(
跡
併
)
o詳
細
は
前
稿
参
照
。

四
周
双
辺
(
二
0

・
三
×
二
一
・
四
糎
)
有
界
、
毎
半
張
二
十
行
、
毎
行
小
二
十
七
字
。
版
心
小
黒
口
、
双
線
黒
魚
尾
(
附
対
)
、
上
尾
下
題
「
氏

族
幾
」
、
下
尾
下
張
数
。
巻
尾
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
巻
之
幾
(
献
併
)
」

0

な
お
標
記
し
た
刊
者
の
名
は
、
前
稿
に
著
録
し
た
台
北
故
宮
博
物
院
蔵
観
海
堂
旧
蔵
書
の
封
面
の
み
に
拠
る
が
、
今
回
さ
ら
な
る
支
証
を
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得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

〈
北
京
大
学
図
書
館

八
二
七
八
〉

J¥ 
冊

(340) 



欠
巻
一
至
二

明
嘉
靖
三
十
九
年
(
一
五
六

O
)
識
語

新
補
藍
色
表
紙
(
二
九
・
二
マ
〈
二
ハ
・
八
糎
)
。
金
譲
玉
装
、
原
紙
高
約
二
三
・
九
糎
、
古
色
を
添
う
。
破
損
修
補
、
天
地
裁
断
。
見
返
し
並
に

前
後
副
葉
白
宣
紙
。
本
文
、
首
二
巻
を
欠
く
。
毎
冊
一
巻
。
巻
三
首
匡
郭
二

0
・
0

×
二
二
二
二
糎
。

朱
竪
句
点
、
傍
圏
、
欄
上
朱
墨
補
注
書
入
、
別
墨
に
て
毎
姓
標
目
上
に
声
類
、
貫
籍
細
書
、
欠
葉
紗
補
。
同
筆
に
て
巻
八
第
十
七
張
後
半
、

員
氏
標
目
下
に
「
江
湖
幾
云
白
水
際
尭
山
民
掘
得
志
石
是
員
半
千
墓
云
十
八
代
凝
自
梁
入
貌
本
姓
劉
氏
彰
城
/
人
以
其
雅
正
似
伍
員
遂
賜
姓

嘉
靖
庚
申
臓
月
十
三
日
王
川
凍
筆
記
」
細
書
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
古
泉
」
朱
印
記
を
存
す
。

員
嘉
靖
庚
申
は
三
十
九
年
(
一
五
六

O
)、
玉
川
凍
の
閲
歴
は
不
明
。
当
該
の
引
文
は
、
宋
の
江
休
復
(
字
隣
幾
)
の
筆
記
『
江
隣
幾
雑
志
』

に
見
え
る
(
『
盤
泉
筆
録
』
巻
下
、
『
嘉
祐
雑
誌
」
同
)
。

〈
台
北
・
故
宮
博
物
院
北
平
図
書
館
旧
蔵
書
〉

二
帖

存
巻
二
至
七

六
巻
を
存
す
。
後
補
淡
藍
色
包
背
絹
表
紙
(
二
四
・
五
×
一
五
・O
糎
)
左
肩
題
築
を
貼
布
し
「
氏
族
大
全
〈
幾
〉
」
と
書
す
。
胡
蝶
装
、
〔
四

周
裁
断
〕
。
本
文
、
毎
葉
背
面
同
士
を
附
着
。
虫
損
修
補
。
毎
帖
三
巻
。
第
二
巻
首
匡
郭
二
0
・
一
×
一
二
・
四
糎
。

尾
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
園
立
北
/
平
国
書
/
館
所
戚
」
朱
印
記
を
存
す
。

新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
十
集

明
永
楽
十
七
年
(
一
四
一
九
)
刊
(
日
新
書
堂
)

十
七
行

翻
〔
元
〕
刊
十
六
行
本

(339) -258-



先
ず
網
目
(
一
三
張
)
、
首
題
「
新
編
排
韻
培
農
事
類
氏
族
大
全
綱
目
」
、
十
一
行
二
十
字
、
姓
氏
に
声
類
を
附
す
。

巻
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
(
棚
五
)
甲
(
至
笑
)
集
(
陣
畑
)
」
、
以
下
底
本
に
同
じ
。
詳
細
は
前
稿
参
照
。

左
右
双
辺
(
一
八
・
二
×
二
一
・
八
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
七
行
、
行
二
十
八
字
。
版
心
小
黒
口
、
双
黒
魚
尾
(
郁
対
)
、
上
尾
下
「
氏
族
甲
」
等
、

下
尾
下
張
数
。
大
尾
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
終
(
欄
一
一
一
)
笑
集
(
陸
棚
)
(
僻
)
」

0

〈
北
京
大
学
図
書
館
四
四
五
O
〉

五
冊

存
甲
至
戊
集
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五
集
を
存
す
。
新
補
藍
色
表
紙
(
二
四
・
七
×
一
五
・
九
糎
)
。
本
紙
に
裏
打
を
加
え
た
上
、
槻
紙
改
装
。
改
糸
。
前
後
副
二
葉
。
綱
目
を
存
し
(
末

葉
後
半
の
刊
記
部
分
剛
去
)
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
。
巻
首
匡
郭
一
七
・
九
×
一
二
・
八
糎
。

本
文
中
、
加
点
剛
去
痕
あ
り
。
巻
首
に
方
形
陰
刻
「
五
湖
/
世
家
」
朱
印
記
、
丁
・
戊
集
尾
題
に
重
ね
同
「
清
口
粛
」
朱
印
記
を
存
す
。

〈
上
海
図
書
館
七
八
O
O

九
O
l
九
〉

十
冊

新
補
藍
色
表
紙
(
二
四
・
八
×
二
ハ
・
九
糎
)
。
金
銭
玉
装
、
原
紙
高
約
二
一
・
八
糎
。
裏
打
修
補
、
天
地
裁
断
。
藍
色
包
角
。
前
副
新
補
宣
紙

一
葉
、
旧
補
竹
紙
二
葉
。
網
目
を
存
し
(
末
葉
を
欠
き
紗
補
、
刊
記
を
供
す
る
も
、
尾
題
行
の
み
原
紙
葉
を
存
す
)
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一

集
。
庚
集
第
三
、
二
十
六
張
を
欠
く
。
巻
首
匡
郭
一
八
・O
×
一
二
・
八
糎
。

(338) 

朱
墨
傍
句
点
、
傍
句
圏
、
校
改
、
欄
上
標
圏
、
標
注
等
書
入
。
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
半
右
諜
/
監
蔵
印
」
朱
印
記
、
同
「
自
彊
粛
/
蔵
書



記
」
、
毎
巻
首
に
同
「
自
強
/
粛
」
朱
印
記
、
又
首
に
方
形
陰
刻
「
百
聯
堂
/
覧
書
/
画
印
記
」
朱
印
記
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
杜
園
」
朱
印
記
、

毎
巻
首
に
同
「
口
口
/
過
眼
」
、
首
に
単
辺
楕
円
形
陽
刻
「
元
本
」
朱
印
記
、
大
尾
に
単
辺
方
形
陰
刻
「
慶
伯
」
朱
印
記
を
存
す
。
首
冊
旧

副
第
二
葉
前
半
に
方
形
陰
刻
「
得
此
書
費
/
辛
苦
後
止
/
人
其
監
我
」
、
単
辺
方
形
陽
刻
「
(
牡
一
糟
)
仲
魚
園
象
(
灯
僻
士
)
」
朱
印
記
(
二
頼
、

陳
健
所
用
)
を
存
す
る
も
、
偽
装
の
疑
い
が
あ
る
。

〈
蘇
州
図
書
館
O
三
二
・
七
七
O
(
複
印
本
)
〉

十
冊

原
本
清
恰
信
親
王
弘
暁
旧
蔵

新
補
香
色
表
紙
(
二
四
・
二
マ
〈
二
ハ
・
二
糎
)
中
に
新
補
藍
色
表
紙
。
版
本
の
電
子
複
写
印
本
を
装
訂
し
た
冊
子
。
も
と
の
冊
子
の
見
開
き
一

張
を
中
央
で
半
折
し
綾
装
と
す
。
原
紙
高
約
二
三
・
八
糎
。
綱
目
を
存
し
(
末
尾
の
第
十
三
張
を
欠
き
妙
補
)
、
本
文
に
入
る
。
甲
集
に
二
冊

を
配
し
壬
・
発
集
に
一
冊
を
配
す
る
他
は
、
毎
冊
一
集
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
ご
マ
〈
二
了
八
糎
。

原
本
の
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
安
楽
堂
/
蔵
書
記
」
印
記
(
恰
信
親
王
弘
暁
所
用
)
、
同
「
蘇
州
市
/
国
書
館
/
蔵
書
」
印
記
を
存
す
。
綱

日
末
の
尾
題
の
前
に
「
延
祐
甲
辰
/
日
星
堂
判
」
記
を
妄
補
す
。

新
刻
京
本
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
網
目
十
集
二
十
八
巻

元
関
名
編

明
周
尚
文
増

停
起
巌
校

〔
明
末
〕
刊

十
四
行
本

(337) -260-



先
ず
〔
徐
湯
〕
序
(
三
張
)
、
首
題
「
刻
氏
族
大
全
網
目
叙
」
、
次
行
よ
り
低
一
格
詳
字
単
撞
に
て
本
文
「
(
上
略
)
近
因
闘
省
倭
冠
/
為
梗

坊
間
奮
板
焼
段
無
存
書
林
陳
氏
昆
泉
/
子
者
購
求
重
梓
所
頼
家
裁
寓
巻
此
帖
猶
新
/
不
敢
自
私
因
信
輿
四
方
好
古
者
共
之
(
中
略
)
又
得
後

挙
中
洲
子
者
加
以
/
(
下
欠
)
」
。
六
行
十
七
字
。
同
行
款
の
〔
明
〕
刊
本
徐
湯
序
と
同
内
容
。

次
で
綱
目
(
一
四
張
)
、
首
題
「
新
刻
京
本
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
綱
目
」
、
次
行
線
黒
魚
尾
圏
発
下
低
一
格
に
集
目
、
次
行
低
二
格
に
声

字
。
尾
題
「
氏
族
目
録
畢
」
。

目
、
次
行
低
三
格
に
韻
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
声
類
及
ぴ
姓
氏
、
貫
籍
を
列
す
。
毎
行
五
段
。
覆
姓
入
声
「
爽
谷
」
氏
に
至
る
。
十
行
二
十

巻
首
題
「
新
刻
京
本
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
綱
目
巻
之
一
(
至
二
十
八
)
(
棚
五
)
甲
(
至
笑
)
集
(
醒
)
/
(
糊
九
)
江
右
(
牧
)

後
向
学
中
洲
周
尚
文
校
閲
/
肝
江
庫
生
築
野
停
起
巌
参
閲
一
/
(
糊
一
一
一

)
O

一
束
/
(
統
一
山
崎
碕
)
鴻
宮
音
始
平
」
等
と
韻
目
、

姓
氏
及
び
声
類
、
貫
籍
を
標
し
(
有
注
)
、
次
行
三
格
を
低
し
「
能
断
」
等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
「
鴻
簡
子
」
以
下
本
文
。
毎
章
改
行
、

章
後
に
「
女
徳
婚
姻
」
「
皇
明
人
文
」
を
附
す
。

張

上
圭

二十 と
十二十五二一
文斉虞支冬東

文膏虞支龍鳴
I I I I I I 

十

フE

田
&
宋

巻巻
二
(
一
二
張
)

巻
三
(
二
O
張
)

巻
四
(
二
八
張
)

乙
集

巻
五
(
二
九
張
)

巻
六
(
一
五
張
)

風

巻
七
(
一
九
張
)

巻
八
(
二
三
張
)
(
下
平
声
)
一
先
・
田
|

二
十
五
寒
・
実l

二
十
七
耐
・
環

五
メ
ザ
〈
・
十
矛

四
江
・
隻

丙
集

九
魚
・
諸

巻
九
(
一
五
張
)

巻
十
(
一
四
張
)

交

十
七
鼻
、
・
切

丁
集

(
二
八
張
)

巻
十

巻
十
二
(
二
三
張
)

十七六
陽歌豪

千?千?

一
銭
安
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州
労

九
麻
・
余王

(336) 

萎



巻
十
三
(
一
七
張
)

戊
集

巻
十
四
(
一
七
張
)

巻
十
五
(
一
四
張
)

巻
十
六
(
二
四
張
)

巻
十
七
(

九
張
)

己
集

巻
十
八
(
二
七
張
)
(
上
声
)

巻
十
九
(
二
張
)

巻
二
十
(
一
三
張
)

十十

車庚

語周勝手口梁
r 1 1 r-I 

十十
七一
成侵

凡尋 売

十
五
青
・
冷弘

一
董
・
孔
|

八
語
・
許
|

九
庫
県
・
社
ー

四
紙
・
椅菖烏日

(
庚
集
)
巻
二
十
一(
二
七
張
)

辛
集

十
一
斉
・
禰l
三
十
五
馬
・
俵

三
十
六
養
・
蒋
|
五
十
三
謙
・
湛

巻
二
十
三
(
二O
張
)
(
去
声
)
一
送
・
貢
|
十
遇
・
遇

巻
二
十
四
(
二O
張
)
十
二
雰
・
衛

1

三
十
七
競
・
暴

巻
二
十
五
(
二
八
張
)
三
十
八
箇
・
賀
l

五
十
四
闘
・
念

巻
二
十
六
(
二
四
張
)
(
入
声
)
一
屋
・
陸
l

十
六
屑
・
節

巻
二
十
七
(
二
四
張
)
十
八
薬
・
薬
上
手
二
沿
・
郊

巻
二
十
八
(
存
一
至
十
七
張
)
(
覆
姓
)
公
孫
|

巻
二
十
二
(
一
二
張
)

壬
集

発
集

単
辺
(
一
八
・
三
×
一
一
・
九
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
四
行
、
行
二
十
八
字
。
版
心
粗
黒
口
、
双
線
黒
魚
尾
(
郁
対
)
、
上
尾
下
「
甲
集
幾
フ
」
等
、

下
尾
下
張
数
。
尾
題
「
新
刻
京
本
排
韻
事
類
氏
族
大
全
網
目
巻
幾
」
。

本
版
は
前
稿
に
な
く
、
新
た
に
著
録
し
得
た
版
本
で
あ
る
が
、
既
に
前
稿
に
録
し
た
同
名
同
巻
数
の
〔
明
〕
刊
本
と
款
式
を
均
し
く
し
、

系
統
を
同
じ
く
す
る
版
種
で
あ
る
。
本
版
に
は
今
の
と
こ
ろ
、
後
掲
一
本
の
み
の
伝
存
で
、
該
本
は
序
の
末
尾
を
欠
い
て
い
る
が
、
存
す
る

限
り
は
〔
明
〕
刊
本
の
序
と
同
文
で
あ
る
か
ら
、
岡
本
に
拠
っ
て
こ
れ
を
徐
湯
の
序
と
推
定
し
た
。
そ
の
他
、
両
者
は
よ
く
相
似
し
て
い
る

が
、
版
本
学
的
な
観
察
か
ら
、
幾
つ
か
の
相
違
も
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

先
ず
網
目
に
つ
い
て
、
題
目
の
字
を
〔
明
〕
刊
本
に
「
増
」
と
作
る
所
、
本
版
に
は
「
増
」
に
作
る
。
次
行
集
目
を
〔
明
〕
刊
本
に
黒
魚
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尾
下
に
標
す
る
所
、
本
版
に
は
線
黒
魚
尾
圏
発
下
に
標
す
る
。
第
五
行
の
声
類
を
〔
明
〕
刊
本
に
墨
囲
す
る
所
、
本
版
に
は
墨
囲
し
な
い
。

次
で
巻
首
に
つ
い
て
、
首
行
下
段
の
集
目
を
〔
明
〕
刊
本
に
墨
囲
し
な
い
所
、
本
版
に
は
墨
囲
す
る
。
第
五
行
の
姓
氏
を
〔
明
〕
刊
本
に
黒

魚
尾
下
に
標
す
る
所
、
本
版
に
は
花
口
魚
尾
圏
発
下
に
標
す
る
。
そ
の
他
、
本
文
中
の
字
体
の
繁
簡
や
墨
釘
の
存
否
に
相
違
が
あ
る
け
れ
ど

も
、
例
証
は
略
す
る
。
ま
た
巻
五
と
巻
二
十
一
の
本
文
は
本
版
の
方
が
少
な
く
、
巻
五
で
九
張
、
巻
二
十
一
で
は
二
十
五
張
の
不
足
が
あ
る
。

こ
れ
は
本
系
統
の
特
色
で
あ
る
明
人
の
記
事
の
増
益
が
、
本
版
で
は
徹
底
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
版
式
に
つ
い
て
、
匡
郭
の
寸
法
は

も
と
よ
り
、
版
心
の
様
式
を
〔
明
〕
刊
本
で
は
白
口
と
す
る
所
、
本
版
で
は
粗
黒
口
と
し
、
〔
明
〕
刊
本
で
は
単
魚
尾
と
す
る
所
、
本
版
で

は
双
魚
尾
と
し
て
、
魚
尾
下
の
「
フ
」
号
も
本
版
に
特
有
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
瑛
末
な
事
柄
に
つ
い
て
喋
々
す
る
の
は
、
た
だ
に
両
者
を
見
分
け
る
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
関
係
を
考
え
る
た
め
で

も
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
ま
で
審
さ
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
本
版
の
字
様
を
見
る
と
、
同
行
款
の
〔
明
〕
刊
本
よ
り
嫡
柔
で
、
幾
ら
か
後
出
の

版
種
と
見
え
、
匡
郭
の
寸
法
も
本
版
の
方
が
少
し
小
さ
く
、
当
初
は
、
既
知
の
〔
明
〕
刊
本
を
覆
刻
し
た
も
の
が
本
版
で
あ
ろ
う
と
予
期
さ

れ
た
。
し
か
し
両
者
の
相
違
を
点
検
し
て
い
く
と
、
細
か
な
点
で
本
版
の
方
が
懇
切
な
造
作
を
示
す
所
が
あ
り
、
通
常
、
覆
刻
時
に
は
、
労

を
省
い
て
そ
の
形
式
は
簡
略
に
赴
く
傾
向
が
あ
る
し
、
逆
に
、
せ
っ
か
く
増
益
し
た
本
文
を
わ
ざ
わ
ざ
除
き
去
る
こ
と
も
不
審
で
あ
っ
て
、

〔
明
〕
刊
本
を
覆
刻
し
て
本
版
を
生
じ
た
と
見
る
こ
と
は
、
些
か
跨
賭
さ
れ
る
。

そ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
丁
丙
『
善
本
蔵
書
志
』
巻
二
十
に
「
寓
暦
二
年
徳
興
北
山
徐
湯
」
序
と
「
寓
暦
三
十
七
年
発
酉
歳
秋
月

陳
氏
積
善
堂
奇
泉
梓
」
木
記
を
存
す
る
同
名
同
巻
数
の
版
本
を
録
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
序
の
作
者
の
名
は
〔
明
〕
刊
本
首
の
序
と

同
じ
で
あ
る
が
、
年
次
を
伴
う
点
は
異
な
っ
て
い
る
。
後
掲
本
に
序
末
を
欠
く
こ
と
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
丁
氏
録
本
は
末
尾
に
年
次
を
伴
つ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
岡
本
の
木
記
中
に
見
え
る
陳
奇
泉
は
、
徐
序
中
に
見
え
本
書
を
重
刊
し
た
と
伝
え
る
「
書
林
陳
昆
泉
子
」
と

-263-(334) 



同
族
の
後
人
と
推
さ
れ
る
か
ら
、
丁
本
は
陳
昆
泉
重
刻
本
の
後
印
か
、
そ
の
翻
版
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
に
、
少
な
く
と
も
同
名
同
巻
数
の
〔
明
〕

刊
本
と
本
版
と
の
両
種
が
伝
存
し
て
お
り
、
必
ず
し
も
三
者
が
一
直
線
に
並
ぶ
と
は
限
ら
な
い
。
実
見
し
な
い
丁
本
を
前
提
と
し
て
推
測
を

重
ね
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
稿
者
知
見
の
両
版
本
を
、
直
接
の
覆
刻
関
係
と
見
る
こ
と
は
避
け
て
置
き
た
い
。

〈
米
国
議
会
図
書
館
〈
\
回
宙
一
N
C
\
(
U
h
p

∞
〉

十
ノ\

冊

新
補
淡
黄
葉
染
表
紙
(
二
五
・
六
×
一
五
・
六
糎
)
。
金
銭
玉
装
、
原
紙
高
約
二
二
・
五
糎
。
破
損
修
補
、
天
地
裁
断
。
黄
葉
染
包
角
。
前
後
副

二
葉
。
〔
徐
〕
序
(
末
葉
後
半
を
欠
く
)
綱
目
を
存
し
、
本
文
に
入
る
。
第
十
三
、
十
五
冊
に
一
巻
を
充
て
る
他
は
毎
冊
二
巻
。
増
補
「
皇
明

人
文
」
の
標
目
を
削
っ
て
「
皇
宋
」
と
紗
補
妄
改
す
る
箇
所
あ
り
。

清
人
と
思
わ
れ
る
淡
朱
を
以
て
傍
句
点
、
行
間
欄
上
評
補
注
、
別
墨
に
て
欄
上
補
注
書
入
、
又
別
墨
に
て
破
損
部
に
紗
補
を
加
う
。
第
八
、

か
民

十
六
巻
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
高
陽
(
訴
)
」
朱
印
記
を
存
す
。

同

清
康
照
九
年
(
一
六
七
O
)
刊
(
[
建
]
明
雅
堂
江
昇
)

十
四
行
本

巻
首
題
「
新
刻
京
本
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
綱
目
巻
之
幾
(
棚
一
一
一
)
某
集
(
島
町
形
)
」
、
次
行
低
四
格
に
韻
目
序
数
、
次
行
線
黒
魚
尾
下
低

一
格
に
姓
氏
及
び
声
類
、
貫
籍
を
標
し
附
注
、
次
行
低
四
格
に
章
目
を
掲
げ
、
次
行
よ
り
本
文
、
首
行
単
撞
、
低
一
格
。
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壬
集

巻
二
十
六
(
二
四
張
)
(
入
声
)一
屋
・
陸l

十
六
屑
・
節

十
八
薬
・
薬
上
宇
二
沿
・
郊

巻
二
十
八
(
一
人
張
)
(
覆
姓
)
上
平
・
公
孫
|
入
声
・
爽
谷

巻
二
十
七
(
二
四
張
)

ヌ:s:.

集
単
辺
(
巻
二
十
六
首
一
八
・
八
×
一
二
・
一
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
四
行
、
行
二
十
八
字
。
版
心
白
口
、
単
線
黒
魚
尾
下
題
「
壬
集
廿
六
フ
」
等
、

下
方
張
数
、
下
辺
「
昇
」
と
刻
す
。
尾
題
「
新
刻
京
本
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
網
目
巻
之
二
十
六
終
(
棚
五
)
昇
」
等
。
大
尾
題
前
に
双

辺
有
界
「
康
照
庚
戊
年
仲
秋
月
梓
書
林
/
(
臨
酔
隣
府
形
)
謹
行
(
科
)
/
明
雅
堂
江
君
昇
競
海
日
繍
梓
」
蓮
牌
木
記

依

十
口
小本

梓

を
存
す
。

康
問
…
庚
戊
は
九
年
(
一
六
七O
)。
こ
の
版
種
も
前
稿
に
著
録
し
な
か
っ
た
も
の
で
、
大
略
〔
明
〕
刊
本
以
下
の
、
十
集
二
十
八
巻
十
四

-265-

行
本
の
系
統
に
属
す
る
。
た
だ
本
版
も
後
掲
一
本
を
見
る
の
み
、
し
か
も
末
尾
三
巻
の
み
の
残
存
で
あ
る
か
ら
、
本
文
系
統
に
つ
い
て
詳
し

く
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
版
式
等
の
部
分
的
特
徴
を
見
る
と
、
版
心
の
様
子
は
(
明
〕
刊
本
に
近
い
が
、
却
っ
て
〔
明
末
〕
刊
本
に
符

合
す
る
点
も
あ
る
。
な
お
全
本
の
著
録
を
得
て
の
ち
に
、
精
確
な
検
証
を
期
し
た
い
。

刊
者
の
明
雅
堂
は
江
氏
、
明
万
暦
年
間
以
降
に
通
俗
類
書
等
出
版
の
事
蹟
が
あ
る
、
建
陽
方
面
の
書
態
。
江
昇
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
未
詳

で
あ
る
。

〈
上
海
図
書
館
長
五
九
八
二
六
〉

一
冊
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二
集
三
巻
を
存
す
。
後
補
香
色
表
紙
(
二
二
・
八
×
一
四
・
二
糎
)
左
肩
に
双
辺
刷
枠
題
築
を
貼
布
し
「
氏
族
網
目
〈
壬
集
/
笑
集
〉
[
〈
第

(331) 

/
八
〉
」
と
書
す
。
破
損
修
補
。
改
糸
。
見
返
し
並
に
前
後
副
葉
白
紙
。
書
入
や
鈴
記
等
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
う
ち
、
金
地
院
旧
蔵
の
布
施
美
術
館
蔵
一
本
を
除
く
十
本
は
、
み
な
元
明
清
以
来
中
国
に
伝
存
す
る
版
本
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く

は
零
細
の
残
本
、
ま
た
は
不
全
本
で
あ
っ
て
、
日
本
で
の
盛
行
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
元
以
来
、
明
清
聞
に
受
容
の
跡
を
止
め
、
本
書
繕

読
の
命
脈
は
絶
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
明
末
清
前
期
、
建
安
陳
氏
刊
本
の
系
統
に
、
二
種
の
重
版
を
検
出
し
得
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
も

や
や
粗
雑
な
内
容
な
が
ら
、
本
書
が
そ
う
し
た
版
本
の
受
容
者
に
も
浸
潤
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
後
者
は
、
そ
の
伝
統
が
清
代
に

及
ん
だ
こ
と
を
教
え
て
お
り
、
明
末
頃
ま
で
と
考
え
た
前
稿
の
認
識
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
じ
て
本
書
の
受
容
は
、
中
国
の
通
俗

-266-

的
な
編
書
一
般
と
の
比
較
で
言
え
ば
、
特
に
広
く
流
行
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
な
り
に
普
及
し
用
い
ら
れ
た
、
と
い
う
程
度
に
見
積

も
ら
れ
ょ
う
か
。
中
国
で
宋
元
版
に
対
す
る
骨
董
的
関
心
が
強
ま
っ
た
清
代
以
降
、
本
書
旧
版
の
残
本
も
、
化
粧
を
施
し
て
黄
金
に
擬
せ
ら

れ
、
幾
つ
か
の
本
は
そ
の
お
か
げ
で
伝
わ
っ
た
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
以
前
に
は
、
堂
々
た
る
古
典
や
学
術
的
大
作
と
異
な
り
、
安
易
な
版

行
を
重
ね
て
消
費
さ
れ
、
そ
の
姿
を
多
く
は
止
め
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

新
編
排
韻
増
贋
事
類
氏
族
大
全
十
集

元
関
名
編

〔
南
北
朝
〕
刊
覆
〔
元
〕
刊
十
六
行
本



年
代
が
相
前
後
す
る
が
、
以
下
は
日
本
に
於
け
る
版
刻
に
つ
き
、
伝
本
を
増
補
し
て
行
き
た
い
。
ま
ず
〔
南
北
朝
〕
刊
本
、
い
わ
ゆ
る
五

山
版
を
挙
げ
る
。
こ
の
版
本
は
主
に
、
陣
刀
頭
に
掲
げ
た
〔
元
〕
刊
本
に
従
う
の
で
、
そ
の
構
成
に
つ
い
て
は
〔
元
〕
刊
本
の
項
目
を
参
照
さ

れ
た
い
。
次
に
版
式
の
異
な
る
点
の
み
を
記
す
。

左
右
双
辺
(
一
八
・
六
×
一
二
・O
糎
)
。
版
心
小
黒
口
、
上
尾
下
題
「
氏
甲
」
等
。
大
尾
題
下
墨
釘
、
あ
る
い
は
墨
釘
を
削
り
明
徳
四
年
八

月
開
板
円
成
記
を
存
し
(
明
徳
四
年
印
本
)
、
あ
る
い
は
明
徳
の
刊
記
を
削
っ
て
無
文
と
す
る
(
後
修
本
)
。

明
徳
四
年
(
一
三
九
三
)
印

〈
北
京
・
中
国
国
家
図
書
館

八
九
八
一
〉

十
冊
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丁
集
紗
配

新
補
藍
色
表
紙
(
二
六
・
=
マ
八
一
七
・
五
糎
)
右
肩
打
付
に
冊
数
を
朱
書
す
。
金
銭
玉
装
、
原
紙
高
約
二
三
・

O
糎
、
裏
打
修
補
、
古
色
を
添
加
す
。

天
地
裁
断
、
擬
康
照
綴
。
前
見
返
し
と
、
丹
紙
一
葉
を
爽
ん
で
前
副
二
葉
白
紙
、
ま
た
後
副
一
葉
白
紙
、
後
見
返
し
丹
紙
貼
附
。
綱
目
を
存

し
、
本
文
。
甲
・
乙
集
を
三
冊
に
、
壬
・
発
集
を
一
冊
に
配
す
る
他
は
、
毎
冊
一
集
。
丙
集
の
第
三
十
二
張
よ
り
末
尾
ま
で
と
、
丁
集
の
全

て
は
、
日
本
の
近
世
初
期
の
紗
配
に
係
り
、
罫
紙
を
用
い
て
あ
る
。
巻
首
匡
郭
一
八
・
六
×
一
一
・
八
糎
。
本
文
未
修
。

大
尾
題
行
よ
り
料
紙
剛
去
。
そ
の
残
痕
を
見
る
と
、
墨
釘
は
す
で
に
存
し
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
明
徳
四
年
の
刊
記
が
存
し
た
も
の
を
、
後
に

破
り
去
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
に
室
町
期
の
朱
筆
を
以
て
竪
傍
句
点
、
首
の
み
墨
筆
を
以
て
返
点
、
送
仮
名
、
欄
上
に
朱
墨
を
以
て
補
注

(330) 

書
入
を
加
え
る
他
、
別
朱
に
て
校
改
を
施
す
。
巻
首
及
び
辛
集
首
に
方
形
陰
刻
「
寓
/
承
紀
」
、
毎
集
首
に
同
「
莞
圃
/
舟
年
精
/
力
所
緊
」
、



毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
陳
百
斯
/
寂
書
/
印
」
、
首
に
同
「
伯
斯
家
/
戴
本
」
、
同
「
四
明
張
氏
/
約
園
戚
書
」
、
方
形
陰
刻
「
毒
/
鏡
」
、

単
辺
方
形
陽
刻
「
昧
/
雪
」
朱
印
記
を
存
す
。

(329) 

清
朝
蔵
書
家
の
印
記
を
列
す
る
が
、
疑
い
を
存
す
る
。
近
代
に
な
っ
て
か
ら
、
本
書
の
五
山
版
を
得
て
、
元
版
の
如
く
に
仕
立
て
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
日
中
間
に
於
け
る
本
書
伝
流
の
多
寡
の
差
が
、
こ
の
よ
う
な
偽
装
を
産
ん
だ
。
以
下
、
他
の
書
目
と
同
様
、
近
代
以
降
に
日
本

か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
伝
本
も
少
な
く
な
い
。

同

元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
刊
(
古
活
字
)

十
三
行

翻
〔
南
北
朝
〕
刊
十
六
行
本

ぷ
U

司
，
，
，

M

U
F

占
災

綱
目
欠
。
巻
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
(
柵
七
)
甲
(
至
発
)
集
尋
問
)
」
、
次
行
韻
目
、
次
行
に
姓
氏
及
ぴ
声
類
、
貫
籍
を
標

し
(
有
注
)
、
次
行
四
格
を
低
し
「
能
断
」
等
と
章
目
を
標
し
、
次
行
よ
り
本
文
。
詳
細
は
前
稿
参
照
。

四
周
双
辺
(
二
一
・
七
×
一
六
・O
糎
)
有
界
、
毎
半
張
十
三
行
、
行
二
十
四
字
。
版
心
中
黒
口
、
双
花
口
魚
尾
(
附
)
問
、
題
「
排
韻
巻
幾
」
、

張
数
。
大
尾
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
終
」
。

〈
北
京
・
中
国
国
家
図
書
館
古
籍
館

一
二
八
一
八
七
〉

九
冊

清
楊
守
敬

民
国
松
坂
図
書
館
旧
蔵

新
補
標
色
艶
出
表
紙
(
二
七
・
九
×
二
0
・
五
糎
)
。
素
絹
包
角
、
改
糸
。
虫
損
修
補
。
壬
・
発
集
を
一
冊
に
配
す
る
他
は
、
毎
冊
一
集
。
巻



首
匡
郭
一
二
・
六
×
一
六
・
O
糎
。

間
々
朱
合
竪
傍
句
点
、
韻
圏
、
行
間
校
改
(
以
上
、
乙
集
以
下
は
稀
)
、
稀
に
墨
欄
上
校
改
書
入
。
首
に
方
形
陰
刻
「
楊
印
/
守
敬
」
、
単
辺

方
形
陽
刻
「
星
吾
海
/
外
訪
得
/
秘
笈
」
、
方
形
陰
刻
「
飛
青
/
閤
戚
/
書
印
」
朱
印
記
(
以
上
、
楊
守
敬
所
用
)
、
同
「
朱
師
/
轍
観
」
朱

印
記
、
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
松
坂
国
書
館
戚
」
朱
印
記
を
存
す
。

新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
十
集

増
補
一
巻

元
関
名
編

閥
名
黙

(
増
)
明
[
周
尚
文
]
原
編

〔
江
戸
前
期
〕
刊

覆
元
和
五
年
古
活
字
刊
十
三
行
本

。
フ

五
U

勺
，B

題
築
、
双
辺
「
排
韻
氏
族
大
全
〈
幾
〉
」
、
又
目
録
題
築
を
存
す
。
封
面
は
、
明
崇
禎
五
年
(
一
六
三
二
)
序
刊
本
の
「
太
史
張
天
如
先
生
重
訂
」

等
と
謡
、
っ
「
纏
善
堂
陳
玉
我
梓
行
」
の
告
文
に
、
附
訓
の
上
、
覆
刻
。
次
で
管
正
惇
序
(
四
張
)
、
こ
れ
も
崇
禎
刊
本
以
来
の
序
文
に
附
訓
、

翻
刻
。
さ
ら
に
崇
禎
本
に
従
う
目
録
(
一
一
張
)
。
と
こ
ろ
が
本
文
に
入
る
と
、
元
和
刊
本
に
附
訓
覆
刻
し
た
本
文
に
変
わ
る
。

四
周
双
辺
公
二
・
=
マ
〈
一
五
・
八
糎
)
無
界
、
字
款
不
斉
。
刊
記
は
無
く
、
本
文
の
後
に
増
補
、
首
題
「
新
編
排
韻
増
慶
事
類
氏
族
大
全
/

(
倒
一
ニ
)
増
補
皇
明
人
文
一
太
倉
天
如
張
薄
訂
正
/
津
陽
玉
我
陳
園
旺
繍
梓
こ
以
下
(
五
二
張

)
oそ
の
本
文
は
、
崇
禎

刊
本
か
ら
周
尚
文
の
増
補
し
た
「
皇
明
人
文
」
章
ば
か
り
を
抽
出
、
再
編
成
し
一
巻
と
し
た
も
の
で
、
字
款
は
整
斉
で
あ
る
。

〈
北
京
大
学
図
書
館

口
c
u
-
-∞
小
\
=
一
お
〉

十

冊

(328) 



島
原
藩
主
松
平
忠
房
旧
蔵

(327) 

新
補
香
色
表
紙
(
二
八
・
二
一
×
二
0
・
0
糎
)
左
肩
に
刷
題
築
を
貼
附
し
、
中
央
に
目
録
題
築
を
存
す
。
改
糸
、
虫
損
修
補
。
封
面
、
管
序
、

目
録
を
存
し
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
或
は
一
巻
。
巻
首
匡
郭
二
一
二
二
×
一
五
・
八
糎
。

毎
冊
尾
に
双
辺
方
形
陽
刻
「
尚
舎
源
忠
房
」
藍
印
、
単
辺
方
形
陰
刻
「
文
/
庫
」
朱
印
記
(
松
平
忠
房
所
用
)
を
存
す
。

〈
米
国
議
会
図
書
館
〈
\
回
宙
一
N
q
n
h
F∞
・
日
〉

十
一
冊

濃
標
色
艶
出
表
紙
(
二
七
・O
×
一
八
・
四
糎
)
左
肩
に
題
築
剥
落
痕
を
存
し
、
稀
に
巻
中
に
刷
題
築
を
差
爽
む
。
五
針
眼
、
改
糸
。
天
地
裁
断
。

封
面
、
目
録
を
存
し
、
管
序
を
欠
い
て
、
本
文
に
入
る
。
毎
冊
一
集
或
は
一
巻
。
丙
集
第
五
十
七
張
(
尾
)
を
欠
く
。
巻
首
匡
郭
二
了
三

×
一
五
・
八
糎
。
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巻
中
張
氏
の
編
、
欄
上
墨
補
注
、
本
文
に
見
え
な
い
張
氏
の
名
を
列
し
、
章
目
下
に
該
当
す
る
『
蒙
求
』
の
標
題
を
補
記
す
。
さ
ら
に
増
補

の
巻
で
は
、
氏
名
を
補
記
し
て
明
末
に
至
る
。
毎
冊
首
に
単
辺
方
形
陽
刻
「
象
/
外
」
黒
字
印
記
を
存
し
、
毎
冊
前
表
紙
中
央
に
同
印
文
不
明

朱
印
記
を
存
す
る
も
、
擦
り
消
し
。
淡
紅
ま
た
は
標
色
不
審
紙
。

本
書
の
内
容
と
元
明
清
版
の
様
式
、
中
国
で
の
伝
来
情
況
か
ら
看
取
さ
れ
る
書
物
の
地
位
に
つ
い
て
、
上
述
の
よ
う
に
、
や
や
安
易
で
粗

雑
に
堕
ち
る
も
の
と
捉
え
た
場
合
、
一
方
の
日
本
で
の
盛
行
は
、
却
っ
て
特
異
な
現
象
と
も
映
る
。
今
回
取
り
上
げ
た
日
本
旧
伝
の
五
本
は
、

前
稿
遺
漏
の
う
ち
、
た
ま
た
ま
追
録
す
る
こ
と
の
で
き
た
分
の
み
で
あ
り
、
国
外
に
は
な
お
数
本
の
収
蔵
を
聞
く
が
、
こ
れ
ら
も
み
な
日
本

伝
来
の
版
本
で
あ
る
ら
し
ば

o

本
書
が
日
本
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
理
由
は
、
本
書
の
み
を
材
料
と
し
て
軽
々
に
論
ず
べ
き
で
は
な
い
が
、
そ



の
契
機
を
作
っ
た
の
は
、
南
北
朝
室
町
時
代
の
禅
僧
た
ち
の
活
動
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。

書
物
の
流
行
に
は
、
成
立
や
複
製
の
情
況
が
主
な
原
因
を
成
す
か
ら
、
本
書
の
場
合
に
は
元
代
の
中
国
、
恐
ら
く
は
福
建
方
面
で
本
書
が

版
行
さ
れ
た
際
、
禅
僧
に
よ
る
日
中
間
の
往
来
が
頻
繁
で
、
そ
の
最
盛
期
を
迎
え
て
い
た
こ
と
が
、
基
礎
条
件
と
な
る
。
ま
た
、
よ
く
言
わ

れ
る
よ
う
な
、
禅
僧
た
ち
の
中
国
文
化
へ
の
憧
僚
、
稀
少
な
唐
物
に
対
す
る
尊
重
の
念
も
加
味
す
べ
き
と
思
う
が
、
本
書
の
内
容
に
即
し
て

言
う
と
、
当
時
の
日
本
漢
学
の
実
情
が
、
本
書
の
も
つ
編
纂
物
と
し
て
の
機
能
、
ま
た
書
擦
に
よ
っ
て
洗
練
さ
れ
た
版
本
の
実
用
性
に
接
し
、

未
だ
触
発
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
段
階
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
学
問
の
内
実
と
し
て
は
、
手
に
し
得
る
版
本
の
広
が
り
に
応
じ
、
書
目
横
断
的

な
知
識
の
統
合
と
、
即
時
に
取
り
出
し
可
能
な
形
で
の
再
編
成
が
、
関
心
の
中
軸
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の

編
書
類
書
等
の
流
行
や
、
漢
籍
の
講
説
、
漢
文
学
の
展
開
と
も
併
せ
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

そ
し
て
、
元
明
版
の
受
容
か
ら
五
山
版
と
し
て
の
複
製
へ
と
、
禅
林
で
の
さ
ら
な
る
普
及
が
起
こ
り
、
禅
僧
の
啓
発
に
よ
っ
て
、

一
般
の
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公
家
や
武
家
が
漢
籍
諸
版
本
の
新
た
な
受
容
者
と
な
り
、
古
活
字
版
の
流
行
、
書
臨
時
の
成
立
と
い
う
触
媒
が
加
わ
っ
て
、
明
清
版
の
影
響
を

容
れ
な
が
ら
附
訓
整
版
本
が
作
ら
れ
、
広
範
な
知
識
の
基
盤
を
構
成
す
る
と
い
う
、
中
世
後
半
か
ら
近
世
前
半
に
か
け
て
起
こ
っ
た
、
学
問

お
よ
び
書
物
の
相
関
と
そ
の
展
開
の
姿
が
、
本
書
の
伝
本
に
も
よ
く
顕
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
情
況
を
勘
案
す
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
氏

族
大
全
』
は
、
日
本
漢
学
の
啓
蒙
期
、
新
た
に
知
識
を
求
め
た
者
に
、
遍
く
用
い
ら
れ
た
書
物
と
見
る
こ
と
が
、
よ
り
適
切
で
あ
っ
た
。

久
王(

1
)
 

(
2
)
 
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
四
十
輯
(
平
成
十
七
年
二
月
)
に
掲
載
し
た
。

北
平
図
書
館
旧
蔵
書
は
現
在
、
台
北
国
家
図
書
館
の
蔵
に
し
て
故
宮
博
物
院
文
献
館
の
管
理
下
に
あ
る
。
前
稿
で
は
国
家
図
書
館
の
収
蔵
と

(326) 



記
し
た
が
、
追
証
の
た
め
の
便
宜
を
考
え
、
故
宮
博
物
院
収
蔵
の
標
記
に
改
め
た
。

(
3
)
諸
本
「
十
八
代
」
下
に
「
祖
」
字
あ
り
。

(
4
)館
側
の
説
明
に
よ
る
と
、
原
本
は
蘇
州
近
傍
の
蔵
書
家
の
寄
託
を
受
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
既
に
返
納
し
、
そ
の
際
に
複
写
本
を
置
い

た
と
す
る
。
『
中
国
古
籍
善
本
書
目
』
録
。
後
掲
の
寸
法
は
複
印
本
を
計
測
し
た
も
の
で
、
実
寸
に
遠
く
な
い
と
推
さ
れ
る
が
、
複
写
機
の
性

能
等
に
よ
り
、
相
応
に
拡
縮
の
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
5
)
拙
稿
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
日
本
伝
来
漢
籍
目
録
長
編
」
(
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
四
十
一
輯
、
平
成
十
八
年
二
月
)
に
は
、
後
掲
の
伝
本
を

録
し
て
「
覆
〔
明
〕
刊
本
」
と
記
し
た
。

(
6
)
『
紀
穀
新
書
』
『
新
錆
赤
心
子
葉
編
四
民
利
観
翰
府
錦
嚢
』
等
の
版
刻
が
知
ら
れ
る
。
『
明
代
版
刻
総
録
」
等
、
著
録
。

(
7
)カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
イ
校
東
ア
ジ
ア
図
書
館
に
日
本
旧
伝
の
明
永
楽
十
七
年
刊
本
、
大
英
図
書
館
に
〔
南
北
朝
〕
刊
本
、
天
津

図
書
館
に
同
明
徳
四
年
印
本
、
中
国
科
学
院
図
書
館
に
元
和
五
年
刊
本
、
南
京
図
書
館
、
大
連
図
書
館
、
ハ

l

ヴ
ァ
l

ド
・
イ
エ
ン
チ
ン
図

書
館
に
〔
江
戸
前
期
〕
刊
本
と
思
わ
し
き
本
を
収
蔵
す
る
由
で
あ
る
。

(325) -272-


